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改修が進む中島家

　
元
年
度
の
決
算
を
審
査
し

認
定
し
ま
し
た
。

　
各
項
目
ご
と
に
質
疑
応
答

を
行
い
、
今
後
の
予
算
作
成

に
活
か
す
よ
う
指
摘
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。こ

れ
ま
で
の
事
業
の

進
み
具
合
は
。

計
画
通
り
に
で
き
て

い
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。計

画
の
見
直
し
、
実

施
で
き
る
事
業
を
着

実
に
行
う
こ
と
。

国
土
調
査

水
道
事
業

対
象
は
、
添
田
小
の

児
童
だ
け
で
す
か
。

現
在
、
真
木
小
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

他
３
校
の
児
童
へ
の

声
か
け
を
。

対
応
は
評
価
で
き
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

勉
強
会
に
参
加
。
質

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

よ
り
効
果
的
な
対
策

の
実
施
を
。

滞
納
の
微
収

歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん

団
体
助
成
金
の
削
減

歴
史
の
町
づ
く
り

団
体
助
成
金
の
見
直

し
は
。

毎
年
４
％
の
削
減
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
検
証
を
行
い
、

更
な
る
削
減
を
。

利
用
者
、
売
上
は
減

少
し
て
い
ま
す
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
よ
り
厳
し
い
状
況
。

生
産
者
を
育
成
し
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
品

揃
え
を
。

問答

英
峰
日
進
塾

指
摘問答指

摘

問答指
摘問答指

摘

問答指
摘

調
査
の
進
み
具
合
は

ど
う
で
す
か
。

全
体
の
4・3
％
し
か

完
了
し
て
い
な
い
。

計
画
的
・
効
率
的
に

進
め
、迅
速
な
実
施
を
。

人
口
減
少
を
見
込
ん

だ
運
営
は
。

早
期
に
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
た
い
。

持
続
可
能
で
安
定
的

な
企
業
経
営
を
。

元年度令
和

◆ 一般会計
◆ 国民健康保険事業特別会計
◆ 後期高齢者医療特別会計

◆ 住宅新築資金等貸付事業特別会計
◆ バス事業特別会計
◆ 水道事業会計

決 算
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9月議会9月議会

みんなで行こう歓遊舎

参加者が増えた英峰日進塾

問答指
摘問答指

摘一口メモ

　安全・良質な水の安定、安価な供給を
維持するため、今ある課題を分析検討
し、目標となる将来像を作ります。
　令和2年度から策定中

水道ビジョン

9月議会9月議会

169号（R2.11）6

　
第
2
次
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
8
月
臨
時
議
会
お
よ
び
9
月
定
例
議
会

で
決
定
し
ま
し
た
。
国
・
県
の
交
付
金
に
、

町
の
予
算
か
ら
2
9
6
1
万
円
を
加
え
て
総

額
３
億
6
1
3
5
万
円
で
実
施
し
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
表
の
と
お
り
で
す
。

総額3億6135万円第2次コロナ対策支援事業

生
活

学
校
教
育

福
祉

防
災

事
業
者

そ
の
他

生活支援商品券

事 業 名 事 業 内 容 費用（予算額）

町民の生活支援と地域経済活性化のため一人1万
円の商品券を支給する。

タブレット整備 全児童・生徒に一人一台のタブレットを用意。
タブレット授業を行うための環境整備。

就学援助費 家計が急変し、苦しくなった世帯への支援。

医療・福祉施設、保育所、学童、幼稚園、
障がい者支援施設等。（５千円・１万円）

折畳マルチマット・毛布・パーテーション（間仕切り）。

公衆Wi-Fiを整備。（避難所・公民館等）

コロナ対策に伴う店舗改修や物品購入費の助成。
（上限30万円）

市場・共同集荷等の集荷手数料の一部を助成。　
50％助成（上限30万円）

歓遊舎の有料遊具、夏休み期間無料開放。

物産サイトによる産地直送や都市圏における
アンテナショップ開設を支援。

換気のため、オークホール・図書館等に網戸設置。

修学旅行支援

給食調理室の
エアコン

インフルエンザ
予防接種助成

福祉医療従事者
支援金

避難所整備

物産販売促進

網戸設置

行政区、
団体への支援

地域活動を支援する。
（行政区：30万円、町内団体：10万円）

本の消毒機

ふるさと物産
販売促進

花と野菜の
流通促進

公共施設
高度無線化

感染防止対策店等
支援

サーモグラフィ設置
（体温チェック）

密を避けるための追加バス借り上げ。

夏休み短縮に伴う給食室の環境整備。

高齢者（65才以上）無料。

図書館の本の消毒。

役場庁舎・オークホール・学校・図書館・歓遊舎・
スロープカー、計14台。

1億671万円

3720万円

1588万円

1116万円

1096万円

273万円

641万円

1120万円

132万円

171万円

9217万円

1339万円

83万円

76万円

455万円

590万円

280万円



山
本

　文
隆
議
員

や
ま

　も
と

　
　
　
　ふ
み

　た
か

ご
み
処
理
先
進
自
治
体
の
徳

島
県
上
勝
町
で
は
家
庭
系
ご
み
を
34

種
類
に
分
類
、
ご
み
の
減
量
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
5
か
年
計
画
で
、
3
R

（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成

31
年
度
の
目
標
は
、
ご
み
収
集
量

2
7
0
0
t
、
資
源
化
率
5
％
と
し

て
い
ま
し
た
。
2
点
尋
ね
ま
す
。

①
31
年
度
の
収
集
量
と
資
源
化
率
の

実
績

②
今
後
の
3
R
の
取
り
組
み

分
別
収
集
な
ど
住
民
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
ご
み
の
減
量

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
31
年
度
実

績
は
収
集
量
2
8
1
9
t
、
資
源
化

率
3
・
7
％
と
未
達
成
で
し
た
。

②
今
後
は
新
設
ご
み
処
理
場
の
運
営

費
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
ご

み
の
排
出
量
の
削
減
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
も
推
進
し
ま
す
。

山
本

ご
み
の
減
量
化
は

問問町
長

今
後
も
減
量
化
に
取
り
組
む

動
画
へ
GOご

み
の
3
R
は
住
民
の
意
識

や
モ
ラ
ル
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

仕
組
み
や
工
程
を
作
成
し
、
本
気
で

や
ら
な
い
と
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
町

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

町
長

一般質問一般質問
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山
本

中
嶋

　浩
二
議
員

 

な
か

　

 

し
ま

　
　
　
　

 

こ
う

　

 

じ

町
長

国
・
県
の
河
川
管
理
者
に
要
望
す
る

本
町
は
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
、
河
川
の
氾
濫
や
越
水

等
に
よ
り
甚じ

ん

大だ
い

な
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。
災
害
に
対
し
て
備
え
が
必
要
で
す
。

　
日
々
の
治
水
の
た
め
、
定
期
的
な

河
川
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

普
段
か
ら
の
河
川
管
理
は
、

非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
彦
山
川
は
下
流
部
か
ら
工
事
を
し

て
い
た
の
で
、
上
流
部
の
本
町
は
遅

く
な
る
状
況
で
し
た
が
、
強
く
要
望

し
た
結
果
、
上
流
部
も
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

町
が
管
理
し
て
い
る
河
川
は
、

毎
年
計
画
的
に
工
事
を
行
っ
て
い
て
、

越
水
被
害
は
あ
ま
り
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。
国
に
対
し
て
も
計
画
的
な
工

事
を
強
く
要
望
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
土か

わ

器ら
け

橋
下
流
部
に
は
堤
防

が
少
な
く
、
民
家
も
多
数
あ
り
ま
す
。

堤
防
の
設
置
を
国
に
要
望
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

全
体
の
状
況
等
を
見
て
要
望

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。。

今
後
の
河
川
治
水
事
業

問問

動
画
へ
GO

中
嶋

中
嶋

町
長

町
長

民家に迫る濁流（役場から見た土器橋）

保
健
福
祉
環
境
課
長

か
み
か
つ
ち
ょ
う

一口メモ

３R（スリーアール）

ごみを減らし、活かすための3つの言葉。
英語で書くと頭文字がRです。

　リデュ―ス：ごみの減量
　リユース：繰り返し使用
　リサイクル：資源に戻して利用

町
政
を
問
う
！！

町
政
を
問
う
！！

町
政
を
問
う
！！

添田町議会

議会は、まちの予算や身近な問題を話し合う大切な場です。
皆さんもお気軽にお越しください。
開催日程などは、議会事務局にお問い合わせください。

議会事務局 TEL 82-4001（直通）お問い合わせ

議会・委員会を傍聴しませんか

 ● ごみの減量化は

 ● 空き家のリノベーションコンペは
 ● 川の不法投棄対策

 ● 町内街灯の増設とLED化を

 ● 今後の河川治水事業

 ●職員提案制度の導入を

山本　文隆

氏　名 質 問 項 目 ページ数

9ページ

10ページ

11ページ

武貞　誉裕

 ● 新しい生活を考えた環境の整備

 ● 災害時のSNSの活用を

12ページ

中嶋　浩二

永沼嘉代子

7人が
質問
7人が
質問

髙瀬知恵子

小川　浩一

久保田実生

169号（R2.11）8



久
保
田

　実
生
議
員

く

　
　ぼ

　
　た

　
　
　
　
　

 

み

　

 

し
ょ
う

町
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
い
、
防
災
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
発
信
が
で
き
て
い
な
い
な

ど
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　災
害
時
に
は
、
決
め
ら
れ
た
こ
と

を
や
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
S
N
S
の
活
用
は
地
域
防
災
計

画
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
ま

す
か
。

地
域
防
災
計
画
で
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
と
し
て
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
情
報
発
信
で
は
、

防
災
行
政
無
線
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
行
っ
て
い
ま

す
。
S
N
S
の
十
分
な
活
用
は
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
す
べ
き
と
な
っ

て
い
る
な
ら
、
職
員
の
配
置
を
し
、

対
応
す
る
も
の
と
な
り
ま
せ
ん
か
。

災
害
対
策
本
部
で
役
割
を
位

置
付
け
対
応
し
て
い
ま
す
。

久
保
田

久
保
田

災
害
時
の

S
N
S
の
活
用
を

問問町
長

今
後
も
検
討

動
画
へ
GO

町
長

町
長

特
性
を
活
か
し
た
情
報
収

集
、
発
信
な
ど
、
今
後
の
活
用
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

正
確
か
つ
確
実
な
情
報
発
信

に
つ
な
が
る
よ
う
、
内
部
で
検
討
し

ま
す
。

久
保
田

町
長

一般質問一般質問
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町
長

趣
旨
を
十
分
理
解
し
て
検
討

兵
庫
県
小
野
市
は
「
行
政
も

経
営
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
職
員

提
案
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　こ
の
職
員
提
案
制
度
は
、
職
員
が

日
常
業
務
を
通
し
て
思
い
つ
い
た
ア

イ
デ
ア
を
受
け
付
け
る
も
の
で
す
。

ま
ず
職
員
が
日
ご
ろ
か
ら
絶
え
ず
問

題
意
識
を
持
ち
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
の
発

想
で
市
の
業
務
を
見
つ
め
直
す
と
い

う
、
職
員
の
意
識
改
革
を
促
す
手
段

と
し
て
も
運
用
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
提
案
の
中
か
ら
職
員
の
投

票
な
ど
に
よ
り
表
彰
す
る
仕
組
み
も

あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は
1
0
0
0
件

を
越
す
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
制
度
を
添
田
町
に
も
導
入
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
導
入
に
よ

り
職
員
の
声
が
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
職
員
の
や
る

気
が
高
ま
り
ま
す
。
ひ
い
て
は
町
民

の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

町
長
の
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

一
つ
の
制
度
と
し
て
職
員
に

投
げ
か
け
る
、
非
常
に
重
要
な
提
案

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
な
る
職
員
提
案
制
度
を

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
向
き
に
す
す
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

髙
瀬

職
員
提
案
制
度
の

導
入
を

問問 髙
瀬

　知
恵
子
議
員

た
か

　

 

せ

　
　
　
　
　

 

ち

　
　え

　
　

 

こ

動
画
へ
GO

髙
瀬

いいね！

ツイッターでも情報発信中

一般質問一般質問
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武
貞

　誉
裕
議
員

た
け

　

 

さ
だ

　
　
　
　

 

た
か

　ひ
ろ

町
長

ま
ず
は
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
者
の

増
加
を

議
会
広
報
委
員
会
で
視
察
し

た
西
脇
市
で
も
、
空
き
家
問
題
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
空
き
家
を
利
用

し
た
「
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
ペ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
賃
か

ら
用
途
ま
で
自
由
に
設
定
し
、
活
用

す
る
方
法
を
募
集
し
て
空
き
家
の
活

性
化
を
模
索
す
る
取
り
組
み
で
す
。

3
点
尋
ね
ま
す
。

①
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
空
き
家
バ

ン
ク
は
、
ど
う
継
続
し
ま
す
か
。

②
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
補
助
は
一
定
の

効
果
が
あ
る
が
、
今
後
は
。

③
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
で
、
新

た
な
空
き
家
活
用
を
し
て
み
て
は
。

①
今
後
も
供
給
を
増
や
す
対

策
を
し
て
い
き
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
継

続
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
ま
ず
は
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
増

に
努
め
た
い
。

①
町
は
不
法
投
棄
の
現
状
を

把
握
し
て
い
ま
す
か
。

②
今
後
の
対
策
は
。
期
間
を
決
め
、

ゴ
ミ
箱
や
監
視
員
が
い
る
の
で
は
。

③
現
在
の
看
板
は
効
果
が
な
い
。も
っ

と
効
果
の
あ
る
も
の
を
考
え
て
み

て
は
。①

昨
年
の
不
法
投
棄
は
23
件

で
す
。
投
棄
ゴ
ミ
か
ら
身
元
特
定

な
ど
も
し
て
い
き
ま
す
。

②
河
川
の
整
備
も
含
め
て
、
目
が
届

く
管
理
方
法
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

③
子
ど
も
が
デ
ザ
イ
ン
す
る
な
ど
、

効
果
あ
る
も
の
を
考
え
ま
す
。

空
き
家
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
は

問問

動
画
へ
GO

武
貞

町
長

町
長

小
川

　浩
一
議
員

 

お

　

  

が
わ

　
　
　
　

 

こ
う

　い
ち

町
長

計
画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ

町
内
の
街
灯
は
少
な
く
、
暗

く
て
怖
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。
伊い

原ば
る

の
デ
イ
リ
ー
か
ら
め
ん
べ
い
工
場

の
下
、
役
場
へ
曲
が
る
信
号
機
の
と

こ
ろ
ま
で
は
街
灯
が
１
基
も
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
は
、
街
灯
本
体
が
故
障

し
た
時
だ
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
移
行
し
て
い

ま
す
。
定
期
的
に
決
ま
っ
た
台
数
を

電
気
代
の
安
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
に
替

え
、
防
犯
の
面
か
ら
も
増
設
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

防
犯
灯
は
、
こ
れ
ま
で
夜
間

の
交
通
事
故
、
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
、

地
域
の
要
望
に
基
づ
き
必
要
な
箇
所

に
設
置
し
て
き
ま
し
た
。
町
内
１
０

２
５
基
の
う
ち
、
３
２
５
基
が
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
で
す
。
今
後
は
、
計
画
的
な
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

人
口
も
減
り
、
地
区
に
よ
っ

て
は
街
灯
の
電
気
代
の
支
払
い
に
も

苦
労
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
地
区
だ
け
で
は
な
く
他
の

町
民
が
利
用
し
て
い
る
道
路
に
は
電

気
代
の
補
助
を
す
る
な
ど
の
、
手
立

て
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

防
犯
灯
の
電
気
代
助
成
は
、

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
観
点
か
ら
何
ら

か
の
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

電
気
料
金
軽
減
の
た
め
の
計
画
的
な

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
現
在
、

各
行
政
区
の
防
犯
灯
の
実
態
調
査
を

し
て
い
ま
す
。
電
気
代
の
助
成
等
に

つ
い
て
も
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
内
街
灯
の
増
設
と

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

問問

動
画
へ
GO

小
川

小
川

町
長

町
長

昼でもうす暗い道

西脇市のリノベコンペ

川
の
不
法
投
棄
対
策

武
貞



　日本最大規模の政策コンテスト「第15回
マニフェスト大賞」に添田町議会の取り組
みを応募しました。内容は、昨年実施した
「住民と議会のカタリ場」を中心に、開催
までに至る議会の変化です。
　過去最多の2842件の応募の中から、
優秀賞候補138件に添田町議会が選ばれま
した。
　さらに上を目指して来年もチャ
レンジします！

研修

トピックストピックス

議
会
の
目
指
す
姿
は

1113 169号（R2.11）

　今回の開通で、添田町から北九州間の所要時
間が10 分程度短縮されます。歓遊舎をはじめ、
本町の観光振興につながることを期待します。

香春大任バイパス　
開通式典に参加

議長ノート

7月19日

▼
議
会
は
自
治
体
の
意
志
を

決
定
す
る
「
議
事
機
関
」

と
し
て
、
そ
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
す
べ
き
。

▼
公
開
の
場
の
議
論
を
通
し

て
、
住
民
と
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
。

▼
住
民
が
「
消
費
者
」
か
ら
、

「
自
治
体
運
営
の
オ
ー

ナ
ー
」
に
な
る
こ
と
が
大

事
。
自
治
体
は
「
つ
ぶ
れ

な
い
か
ら
安
心
」
で
は
な

い
。

▼
住
民
と
の
対
話
を
通
し
て
、

自
治
体
政
策
に
対
す
る
住

民
の
関
心
を
い
か
に
高
め

る
か
が
大
切
。

●
議
会
に
あ
っ
た
委
員
会
の

数
や
委
員
配
置
な
ど
、
総

合
的
に
判
断
し
て
定
数
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

●
議
員
を
減
ら
す
こ
と
は
、

悪
循
環
に
陥
る
可
能
性
が

高
い
。

●
町
を
運
営
す
る
、住
民
（
本

人
）
と
い
う
自
覚
が
必
要
。

そ
の
た
め
に
広
報
・
広
聴

活
動
が
大
切
。

●
住
民
に
も
自
分
事
と
し
て

考
え
て
ほ
し
い
。
そ
の
た

め
に
議
会
が
住
民
と
対
話

す
る
こ
と
が
必
要
。

議会の代表として、
活動報告をお届けします（畠田）

い
か
に
、住
民
の
関
心
度
を
高
め
る
か
！

研
修
を
終
え
て

　8
月
31
日
、「
こ
れ
か
ら
の
議
会
の
あ
り
か
た
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
2
回
目

の
研
修
を
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

　講
師
は
、
廣ひ

ろ

瀬せ

　克か
つ

哉や

さ
ん
（
法
政
大
学
副
学
長
）
で
す
。

マニフェスト大賞

優秀賞候補!!

◆7月8日
　田川地区斎場組合定例監査
◆8月6日
　田川地区斎場組合議会定例会
◆8月7日
　農業近代化施設運営委員会

その他の参加会議

初めてのオンライン研修

講
演
の
主
な
内
容

初応募で
 快挙！

一般質問一般質問
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永
沼

　嘉
代
子
議
員

な
が

　ぬ
ま

　
　
　
　 

か

　
　よ

　
　こ

町
長

基
本
的
対
策
と
オ
ン
ラ
イ
ン
整
備

コ
ロ
ナ
禍か

の
中
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
学
童
保
育
、

障
が
い
者
施
設
、
老
人
施
設
、
病
院

等
の
あ
り
方
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　学
童
保
育
所
は
こ
の
夏
、
室
内
で

密
を
避
け
て
過
ご
す
こ
と
が
大
変
で

し
た
。
ま
た
真
木
小
、
中
元
寺
小
、

津
野
小
、
落
合
小
の
小
規
模
校
4
校

は
プ
ー
ル
の
授
業
に
取
り
組
め
ま
し

た
が
、
添
田
小
は
児
童
数
が
多
く
、

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
状

況
を
ど
う
把
握
し
、
改
善
し
よ
う
と

考
え
ま
す
か
。

　ま
た
、
こ
の
よ
う
な
中
、
少
人
数

学
級
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

密
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
学
校
の

統
廃
合
は
中
止
し
、
小
規
模
校
を
推

進
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

密
を
避
け
る
た
め
基
本
的
な

対
策
（
検
温
・
手
洗
い
・
消
毒
等
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
整
備
を
し
、
新
し
い
生

活
様
式
の
導
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

　統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

の
変
わ
ら
な
い
本
質
で
あ
る
「
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
、
多
く
の
児
童
が

集
ま
る
多
様
な
人
の
中
で
、
切
磋
琢

磨
し
学
び
合
う
」
を
重
要
な
こ
と
と

考
え
ま
す
。

　
 

少
人
数
学
級
編
成
も
考
慮
し
統
合

を
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

新
し
い
生
活
を
考
え
た

環
境
の
整
備

問問

動
画
へ
GO

永
沼

町
長

来年は全校でプールの再開を

委
員
会
構
成 

か
わ
り
ま
し
た

総
務
文
教
委
員
会

定
数
7
名

久保田　武貞　緒方　白石
〇永沼　◎小川　畠田

◎
委
員
長

〇
副
委
員
長

専
門
的
な
調
査
・
研
究
を
行
う
た
め
、各
委
員
会
で
活
動
を
行
い
ま
す
。

総
務
課
、ま
ち
づ
く
り
課
、住
民
課

防
災
管
理
課
、教
育
委
員
会
、会
計

担当
分野産

業
厚
生
常
任
委
員
会
定
数
6
名

山本　　木　岩本
〇髙瀬　◎中嶋　合戸

地
域
産
業
推
進
課
、保
健
福
祉
環
境
課

道
路
整
備
課
、住
環
境
整
備
課
、水
道
課

担当
分野

議
会
運
営
委
員
会

定
数
5
名

中嶋　白石
〇小川　◎髙瀬　合戸

議
会
運
営
、議
長
の
諮し

問も
ん

委
員
会
条
例
に
関
す
る
こ
と

担当
分野 議

会
広
報
常
任
委
員
会
定
数
5
名

議
会
広
報
の
編
集
・
発
行

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、広
聴
に
関
す
る
こ
と

担当
分野

髙瀬　永沼
〇武貞　◎久保田　　木



ゆずちゃん

議員定数議員定数

1000人
にきく あなた

結
果
を
受
け
て

貴重な意見、
今後に

活かすのよ！

議員定数議員定数
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み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
（
抜
粋
）

　4
割
を
超
え
る
回
答
率
に

議
会
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
ご
協
力
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

議
会
へ
の
目
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
議
会
の
活

動
を
見
直
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　議
員
定
数
は
、
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
や
カ
タ
リ
場

で
の
対
話
な
ど
を
参
考
に
、

定
数
委
員
会
で
検
討
し
ま
す
。

10
年
後
の
人
口
を
見
据
え
た

議
会
の
体
制
を（
60
代
）

町
民
の
代
表
と
し
て
の
矜き

ょ
う

持じ

を

持
っ
た
言
動
を
期
待（
60
代
）

現
状
を
み
つ
め
、レ
ベ
ル
の
高
い

一
般
質
問
を（
40
代
）

出
身
地
域
だ
け
で
な
く
、

町
全
体
へ
の
気
配
り
を（
70
代
）

議
員
の
活
動
が

ま
っ
た
く
見
え
な
い（
60
代
）

ニ
ー
ズ
に
合
う
政
策
を
す
る
な
ら

現
定
数
で
よ
い（
30
代
）

女
性
議
員
が
少
な
い（
80
代
）

の
ん
き
に
議
員
を
し
て
い
る
人
は

要
り
ま
せ
ん（
50
代
）

町
長
を
補
佐
し
、協
力
し
て

町
を
活
性
化
し
て
ほ
し
い（
40
代
）

視
察
は
必
要
な
の
か
、

他
の
方
法
で
調
べ
て
は（
70
代
）

議
員
報
酬
を

時
給
制
に
し
て
は
ど
う
か（
80
代
）

議
員
報
酬
を
上
げ
、少
数
で
も

若
い
人
が
専
業
可
能
に（
50
代
）

町
民
個
人
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

身
近
な
議
員
を
希
望（
60
代
）

二
足
の
わ
ら
じ
で
仕
事
を

し
て
い
る
議
員
が
目
立
つ（
60
代
）

議員定数議員定数
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　添
田
町
議
会
議
員
の
定
数
調
査
特
別
委
員
会

（
定
数
委
員
会
）
で
は
、
議
会
に
対
す
る
住
民

の
意
見
を
き
く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
町
内
者
1
0
0
0
人
を
無
作
為
で

選
び
、
4
2
3
人
か
ら
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

にとっての議会

わからない

少ない

現在のまま

多い
52.1％

24.2％

0.7％

23％

議員定数（現在13人）は？

議会（議員）に求めることは？QQ

Q

議員定数の判断基準は？

行政のチェック

情報発信

生活等の相談

政策提案

その他

※複数回答

0 100 200

人口規模

財政規模

議員の活動

近隣の議員数

面積規模

その他

0 100 200

278

177

248

170

165

162

166

31

27

16 17

★多いと思う方の理想数

① 10人………
② 11人………
③   9人………

112票
38票
21票

　回答者の約半数は議員が多
いと回答しました。人口減少に
伴い、議員を減らした方がよい
との意見が多くありました。

みんなの協力に
ありがとう♪
　　　　ひこー

ひこちゃん


